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　膨大な文献や研究成果が使用可能であること
の結果として，本書は多くの場合，先人の業績
と異なる内容になっている．
　ただし，そうした文献に含まれる誤りを逐一
指摘することはしなかった．破壊的な誤りを含
む文献に取り組むのは楽しいことではないとい
うこともあるが，しかしそうした文献は，私自
身を含め，アイヒマンを徹底的に研究しようと
する誰にとっても不可欠であるからだ．
　本書が参照した文献の完全な一覧をここに掲
出することは不可能だった．それは 800 冊にも
及ぶ．以下の一覧に記載されていない文献で，
注に記されているものもある．

　アイヒマン関連文献について，現在もまだ最
も 基 本 的 な の は Randolph L. Braham の The 
Eichmann Case: A Source Book（New York, 
1969）である．

＊
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